
　2018年5月9日から23日にかけて、駐日EU代表部の協力のもと「日・EUフレンドシップウィー
ク」の一環として、造形芸術家フェリックス・ディークマン氏の木版画展が開催されました。モー
ツァルトのオペラ『ドン・ジョバンニ』とゲーテの戯曲『ファウスト第一部』に着想を得て創作さ
れた色彩豊かで遊び心溢れる全18作品からは、ふたつの古典作品に関する彼の新しい解釈を看取す
ることができました。 
　また、5月15日には同氏による講演会「オペラをつくろう、オペラ創作の実践」が催され、舞台
芸術創作の裏話や舞台効果について、ユーモアを交えながらお話頂きました。 

受付にてEUに関する資料を配布	


舞台芸術創作について解説するフェリックス・ディークマン氏	


図書館の１階で木版画展を開催	


司会のコンスタンティネスク講師によるオーストリア紹介	
大学構内におけるEU情報センター紹介	


木版画のみならず、オペラの演出家としても、ヨーロッパ各国の大小さまざまな
舞台で活躍なさるディークマン氏のお話に、約80名の来場者が魅了されました。
受付ではEUに関する資料の配布を行ったほか、トートバッグやピンバッジなど
のEUオリジナルグッズを抽選で参加者に配布する催しも行いました。 


